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技術内容 

レーザ光と太陽電池による無線電力伝送は，レーザ光のコリメー

ト性による高い伝送効率と，太陽電池からなる簡単な構成で比較的

微小な電力を高効率に伝送できる優れた技術であるが，レーザ光を

受信して電力に変換する太陽電池セルが単一セル構成であれば，出

力電圧は低くそのまま電子回路などを駆動するには不十分である。

太陽電池セルの直列接続や，受信側での昇圧コンバータ駆動にも原

理的な困難があった。 

本発明は、レーザ光が照射される単一太陽電池セルの不十分な出

力電圧を，強度変調したレーザ光による光スイッチングで昇圧コン

バータ回路を駆動し，電子回路動作に十分な高い出力電圧を供給す

るものであり，高効率な無線電力伝送技術である。 

一般的な連続光を用いる場合で受信側で昇圧コンバータを駆動

するためには，昇圧コンバータのスイッチング制御に必要な発振回

路を駆動するために一定以上の電圧（駆動開始電圧）が必要である

が，送電側で制御するパルス変調レーザ光を用いる本発明の光スイ

ッチングにより昇圧コンバータ回路の駆動開始電圧は原理的にゼ

ロとなり，単一太陽電池セルの低い出力電圧でも昇圧回路が駆動で

き，十分な出力電圧を得ることが可能となる。 

発明の効果 

 従来は，レーザ光を用いた電力伝送の総合的な電力伝送効率が低

く，また，複数の太陽電池セルに均一にレーザ光を照射する制御が

必要など，システム構成が複雑であったが，本発明により，簡便な

システム構成で，高い電力伝送効率が得られるようになる。 

従来技術・競合技術

の概要 

従来は，太陽電池の直列接続により出力電圧を増大できるが，複

数のセルに均一な光量のレーザ光を連続的に供給することが困難

で効率が低下したり，受信側で昇圧コンバータを駆動したりするた

めに必要な駆動開始電圧が単一太陽電池セルでは不十分な問題が

あり，簡便で高効率なレーザ光電力伝送技術がなかった。 
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